
8款　2項　1目

【会計】国民健康保険特別会計

8款：保健事業費　2項：保健事業費　1目：保健事業費

5

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

18,997千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

7 賃金

事務補佐員賃金 1,451千円

11 需用費

消耗品費 46千円

19 負担金補助及び交付金

人間ドック助成金 17,500千円

18,997千円

【活動指標・成果指標】　

指標名 平成27年度計画値

人間ドック助成利用者数 1,400人

事務補佐員賃金（１人分）

計

事業の目的

人間ドック助成事業を動機にドック受診者が増加し、受検することによる疾病の早期発見・早期治療等により、
重症化を防ぐことによる医療費等の削減と、受検により健康への意識が高められ、適切な健康管理による病気
予防等により被保険者への健康の保持増進を目的とします。

事業の効果

人間ドック助成事業を動機にドック受診者が増加し、それにより適切な健康管理や疾病の早期発見・早期治
療等が期待される。また健康への意識が高められることにより病気予防等による医療費削減効果が期待できま
す。
人間ドックの結果を市に提供していただくことにより、特定健康診査の受診率の積み上げになり、特定健康診
査の受診率の向上につながります。

節 説明

人間ドック助成利用率（人間ドック助成利
用者数/国保被保険者数）

3%

事業の概要

人間ドック費用助成及び特定健診登録のための人件費

平成27年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　｢思いやりと希望にみちたまちづくり｣　

～保健・福祉の充実、子育て・子育ち環境の充実～

基本施策12　適正に国民健康保険制度・高齢者医療制度を運用するまちにします

施策3　医療費の適正化に向け、予防医療の一環として健康診査を実施し
ます

事業 人間ドック助成事業

担当所属 健康保険課

予算要求額
（財源内訳）

18,997千円


